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Abstract: In the walking session of Conversation via Coimagination Method, We take some pictures as subject to use 
conversation. We experimented to verbalize the working of human mind to acknowledge the point of view by ourselves, 
memorize and remember the subject at the time of taking a picture. 

 
 

1	
 緒言  
認知症になると，出来事を記憶して思い出す体験

記憶，複数の作業を平行して行うときに注意を振り

分ける注意分割機能，[Rentz 00]手段的に日常生活に
反映される計画力[Barberger-Gateau99]が低下する．
これらの認知機能を必要とする活動を行うことが，

認知症の予防・回復に有効である．サービス工学の

分野では大武より認知症予防回復を目的とする会話

支援手法，共想法が開発された[大武美保子 2007]．
共想法はテーマを決めて写真などの素材を持ち寄り，

話してと聞き手が交互に交代しながら会話し，想い

を共有することを内容とする．共想法は現在，NPO，
介護施設，病院など様々な場所で，行われており，

社会実装できたといえる．更に，共想法をより社会

の中で自然に行っていく試みとして，街歩きと組み

合わせた街歩き共想法が開発された[大武 2012].加
えて多世代交流と話題発見支援タブレットアプリケ

ーション，ほのタブの開発も行われている． 
本研究は，街歩き共想法と，ほのタブを組み合わせ

たより効果的な共想法の開発を目指している．話題

を発見した際に，撮影者がどう感じたかへ着目して，

撮影者が話題を発見した時に考えたこと，感じたこ

と，つまりは心の動きに自覚的になっていけば，話

題をより記憶（体験記憶）でき，話題発見力も向上

するのではないかという仮定のもと，話題発見時の

撮影者の心の動きの言語化を試みた． 

 

2	
 関連研究  

2.1 街歩き共想法  
	
 高齢者の会話の課題は，話すことがみつからない

ということ，また話す相手が減ってしまうというこ

とである．具体的には，高齢者の家族が減ったり，

近所の人が引っ越したりなくなったりしてしまうか

らである．街歩き共想法は，既に述べたように街歩

きと共想法を組み合わせることで，高齢者が街に出

かける機会を与え，話題探しと新しく会話をする相

手を見つけることを助けることができる新しい共想

法の手法の一つである[大武 2014]． 
 

2.2ほのタブ  
ほのタブは若者と高齢者のコミュニケ―ションの

きっかけをつくるために開発されたタブレットアプ

リケーションである．ほのタブには以下，二つの機

能をシステムとして有している． 
1)最近の出来事を題材に画像と話題を用意し話題発
見を支援する 
2) 高齢者と若者とが、画像と話題を活用し、多世代
交流を支援する 
このようにほのタブは，ソーシャルメディアを若者

と高齢者をつなぐ架け橋として多世代共生社会の構



築を目的にしている[大武 2013]. 

2.3感情と記憶のつながり  
	
 心の動きに自覚的になることで話題をより記憶で

きるようになるのではと論じたが，実際に感情と記

憶の関連性については様々な論文で論じられてきて

いる． 
例えば Doerksenと Shimamuraの実験[Doerksen,S 
&Shimamura 2001 ]では大学生を対象に感情語と中
立語を提示し，記憶やソースモニタリングを調べる

実験を行った．この実験で用いられた感情語は「繁

栄，陽光」などといった快感をもたらす語，「緊急，

虐殺」など不快感をもたらす語，また「開閉，領域」

などの中立語であった．単語は半数が黄色，半数が

青色でぬられており，学生はコンピューターの画面

に現れる語を 1度ずつ読むように指示され，のちに
単語の自由再生，再認を求められた．そして想起さ

れた単語についてどちらの色で提示されたのかの判

断を求められた．結果として，快，不快に関わらず，

感情語は特定の感情が換気されるために弁別性がた

かまり，より思い出しやすくなっていることが考察

されている[3][4]． 
このように感情と記憶は密接に結びついており，こ

れは感情による弁別性の高まりに起因している．故

に，世代関係なく，感情が結びつくと記憶しやすく

なることが考えられる． 
 

2.4「まち観帖」による事例	
 
	
 関連研究として，諏訪らの「まち観帖」[加藤 2013]
の例を挙げる．「まち観帖」ではまちを「観る」ため

のコツを言語化・形式化し，コツの記載されている

カードを携え，カードに記載されている内容と類似

の状況を探索しながらまちを歩く．そこでカードに

書かれたまちの見方・感じ方のヒントが，現場での

直接体験と結びつき，まちを語る言葉として習得さ

れていく．つまり，身体的な経験を一度「ことば」

として外化・対象化し，それをふたたび自らの「か

らだ」で行動に結びつけるプロセスを通し，まちの

観方を獲得していくことができる． 
	
 「まち観帖」の狙いの一つとして，言語の外化か

ら観方を学び，実際に体験することにより，感性開

拓がある．感性開拓は話題発見時の更には感情の自

覚，感情表現にとって大切な要素となりえる． 
従って，この感情や物の観方の言語化，学習，その

後の実体験の流れは，今後の街歩き共想法の発展に

欠かせない視点であると考えられる． 
 

3.街歩きによる話題発見実験  

3.1実験内容  
	
 街歩き共想法においての話題発見時心の動きを言

語化，解析するために，21 歳から 25 歳までの大学
生 6 名を対象に街歩き共想法実験を行った．話題発
見，撮影時の被験者がどう考え，感じ，なぜそれを

話題として撮影したのかを明らかにした． 
 

3.2実験方法  
実験対象者は 22～24歳までの大学生 6名とした． 

実験対象者は話題となりそうなものを見つけたら，

「何故その写真をとったか？またどう感じたか？」

について記述するようにした．実験は千葉大学で 1
時間街歩きを行い，その後 3 人ずつに分かれて共想
法を行った． 
 

3.3言語分類・分析方法	
 
	
 得られたコメントデータを浦らの言語分類パター

ン[浦05]を参照に，話題写真を説明した“状況”、状況
に解釈・疑問を加えた“解釈・疑問”、何か別のもの
やことを想起する“連想”、話題写真に対する“体感”、
話題を見て湧き起こる“感情”の５分類に分類した．
しかしながら話題写真のコメントに対して“体感”は
見受けられなかったのでそれを除いた“状況”，“解
釈・疑問”，“連想”，“感情”の4つで分類を行った． 
 

3.3分析結果  
1時間の街歩き共想法で 1人平均 4.5個の話題がみつ
かった．話題のコメント内容を確認したところ，写

真内の話題の状況を説明した“状況”，状況に対する
自己解釈，疑問を加えた“解釈，疑問”，何か別の事
を想起する“連想”，話題をみて沸き上がった“感情”，
の 4 分類が見られた．以上４分類に基づいて被験者
のコメントがどのような割合でみられるかを分析し

た．結果を図 1~6に記載する．  



 
図 1 言語分類結果 

 
図 2 言語分類結果 

 
図 3 言語分類結果 

 

 
図 4 言語分類結果 

 
図 5 言語分類結果 

 
図 6 言語分類結果 
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図 1~6の様に 4つの項目の割合には個人差が大きかった．
また，どの被験者にも共通していえることは連想の部分が

非常に少なかったことである．また状況，解釈・疑問とい

う写真に対しての説明的な内容部分は常に 50%以上を占
めていた． 
 

 
 

 

4	
 考察  
状況や解釈・疑問の分類は話題の写真に対しての

説明内容がほとんどであり，感情や連想の部分は撮

影者が感じて・考えた部分であると考えられ，こち

らがコメントに多く含まれていれば，感性開拓のあ

る，記憶に残りやすい話題を撮影していると言える

のではないかと考えられる その為には「まち観帖」
のような手段は効果的であり，今後のほのタブ，街

歩き共想法の記憶，話題発見支援の一つの指針にな

ると考えられる． 
 

5	
 結言  
	
 街歩き共想法では、話題となる出来事を話題とし

て写真に撮り会話に使用する。写真撮影時、自己の

視点を意識して捉え、話題として記銘、想起しやす

くなること，話題をより発見しやすくなることを目

的として、心の動きを言語化する実験を行った。実

験により言語化の際の感情や連想など，写真から撮

影者の視点での感じたこと，考えたことを表現する

ことが記憶・話題発見支援へとつながることが推察

された．従って今後の展望としては，本実験は大学

生により行ったが，より多世代を対象にした実験を

行い多世代での言語化分類の際の違いを確認するこ

と，そして最終的には新しい街歩き共想法の開発を

行っていく． 
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